An Inquiry into the Heart and Mind of Japanese (1) by 中西 洋













































































































































































レ ヴ ェ ル
来方では大学教授の苦


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































太政大臣 10 年 1 月
左大臣 10 年 1 月
右大臣 10 年 1 月
太政大臣
〔年月は『紀』に初出時：制定時ではない〕
4 年 7 月
神官
（天武）
2 年 12 月
納言 9 年 7 月
太政官 朱鳥 1 年 9 月
大弁官 7 年 10 月
左・右（大）舎人 13 年 1 月
陰陽寮 4 年 1 月

















7 年 10 月
理官 10 年 9 月
民部省（朱鳥 1 年 7 月）
大蔵省（朱鳥 1 年 9 月）
宮内官11 年 3 月
太宰府 6 年 11 月
左右兵行
（以下略） （以下略）
（朱鳥 1 年 9 月）
京職大夫 14 年 3 月
兵政官（朱鳥 1 年 9 月）
刑官（朱鳥 1 年 9 月）
楽官 1 年 1 月
膳職（朱鳥 1 年 9 月）
外薬寮 4 年 1 月
医師（朱鳥 1 年 1 月）
侍医
陰陽寮







3 年 8 月
〔大宝令〕大宝元（701）年




右大臣4 年 7 月
大納言 10 年 10 月
巡察使 巡察使
中務省
8 年 7 月













10 年 1 月
法官大輔 10 年 1 月
学職頭 10 年 1 月












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ケ ツ ミ コ
都御子」，ⓑ新宮には「御
























































































































4 4 4 4 4 4
のちの同質性












































































































































































































































































4 4 4 4
〈生存環境
4 4 4 4
〉と意識するものすべては


















































































































































































































4 4 4 4 4
＝‘第２の自己’をもって
いるということ，そしてその‘第２の自己’は‘第１の自己’のなかにではなく，その外に置
かれているとき最も確実に働くだろうということなのだ。自分を神と思ってしまう者は不幸だ。
こんなことで中間的なまとめになるだろうか。
（マイケル）　エエ，僕にとってはこれで充分です。ひと安心して次の〈釈教〉の世界に入ってゆけ
そうです。
